
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改訂版６年上例題解説 第 4回                    中学受験のヘクトパスカル 

 
 

(1)  

A は 27分で 18cm の割合ですから， 

 A の速さは 18÷27= 
2

3
(cm/分)燃えます。 

アは Aが(18-10=)8cm燃えるのにかかる時間で

すから， 

 8÷
2

3
 = 12(分)・・・ア 

 

また， B は(20-12=)8分で 10cm燃えますから 

1分で(
10

8
=)

5

4
cm もえます。 

20分間に燃える長さ（イ）は 

  
5

4
x20=25(cm)・・・イ 

  

 

   

  

 

(2)  

①分後に 4:3 になるとします。 

A が毎分
2

3
cm ずつ， 

B が毎分
5

4
cm ずつ燃えて短くなり 

その長さが 4:3 になるとして比例式をつくり

ます。 

 (18-
2

3
) : (25-

5

4
) = 4 : 3 

 

 外項の積＝内項の積 より 

(18-
2

3
)x3 = (25-

5

4
)x4  

54-②= 100-⑤ 

左の図の計算より 

 5-2=③ が (100-54=)46 にあたります。 

したがって， 

①は 46÷3 =15
1

3
(分後) 

            =15分 20秒後 

 

比例式をつくって解く方法です。 他の解法は「ステップアップ演習５」を参照 

 

分配法則 
 

100 

54 
② 

⑤ 

※ 比例式の解法の方が中学以降の学習

に有効です。 

ア・・12  イ・・25 

15分 20秒後 


